
■
み
な
と
敦
賀
の
大
和
田
銀
行

明
治
以
降
、
日
本
の
近
代
化
の
な
か
敦
賀
港
は

日
本
海
側
随
一
の
港
と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

港
の
振
興
に
大
き
く
尽
力
し
た
の
が
二
代
目
大
和

田
荘
七
（
安
政
４
年
〜
昭
和
22
年
）
で
、
荘
七
が

明
治
25
年
に
創
業
し
た
の
が
大
和
田
銀
行
で
す
。

大
和
田
銀
行
は
、
思
い
切
っ
た
低
金
利
、
貸
出
条

件
緩
和
を
提
示
、
ま
た
腰
の
低
い
客
へ
の
対
応
で

敦
賀
の
商
人
ら
の
心
を
つ
か
み
成
功
し
ま
し
た
。

中
堅
の
地
方
銀
行
に
成
長
し
ま
し
た
が
、
戦
時
中

の
「
銀
行
を
一
県
に
一
行
と
す
る
」
政
策
で
昭
和

20
年
、
三
和
銀
行
に
合
併
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
昭
和
37
年
、
福
井
銀
行
に
移
管
さ
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建
設
時
の
姿
が
よ
み
が
え
る

れ
、
52
年
に
は
市
に
寄
贈
。
市
は
翌
53
年
、
改
装

し
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
と
し
て
開
館
し
ま
し
た

（
平
成
５
年
、
博
物
館
に
改
称
）。

■
市
民
向
け
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
も

「
旧
大
和
田
銀
行
本
店
」
の
建
物
は
、
大
正
14

年
に
起
工
し
、
昭
和
２
年
に
完
成
し
た
新
社
屋
で

す
。
地
上
３
階
・
地
下
１
階
建
て
で
延
べ
床
面
積

は
１
４
１
７
㎡
。
鉄
骨
レ
ン
ガ
造
り
（
地
下
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
）
の
洋
風
の
近
代
建
造
物

で
す
。
ギ
リ
シ
ャ
風
の
柱
を
配
し
た
古
典
主
義
的

な
デ
ザ
イ
ン
で
、
室
内
に
は
大
理
石
が
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
水
洗

ト
イ
レ
も
あ
り
ま
し
た
。

１
階
は
ロ
ビ
ー
や
営
業
室
な
ど
の
あ
る
銀
行
用

ス
ペ
ー
ス
、
２
階
に
は
貴
賓
室
な
ど
が
あ
り
、
３

階
に
は
ス
テ
ー
ジ
を
備
え
た
公
会
堂
が
設
け
ら
れ

市
民
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
階
に

は
金
庫
室
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
。
屋
上
に
は
サ
イ
レ

ン
が
あ
り
、
時
を
告
げ
て
い
ま
し
た
。

■
昭
和
初
期
、
建
設
当
時
の
姿
を

調
査
を
経
た
後
、
博
物
館
を
休
館
し
平
成
24
年

に
修
復
工
事
を
開
始
。
昭
和
２
年
の
建
設
当
時
の

姿
の
復
元
を
目
指
し
ま
し
た
。
修
復
事
業
中
に
は

写
真
な
ど
市
民
か
ら
の
情
報
提
供
や
、
館
内
か
ら

の
備
品
等
の
発
見
、
ま
た
建
設
時
の
設
計
資
料
の

発
見
な
ど
が
あ
り
、復
元
の
助
け
と
な
り
ま
し
た
。

東側から見た営業室。中央は大金庫。全館東側から見た営業室。中央は大金庫。全館
の多くの天井・柱や壁はしっくい仕上げの多くの天井・柱や壁はしっくい仕上げ

営業室とロビーの双
方から2階に続く、
大理石ばり、赤じゅ
うたん敷きの階段▼

大金庫。上の小さな窓は下の
大きな扉が開かない時の予備
の扉。地階にも大金庫がある

建
物
の
外
部
（
山
車
会
館

側
）
か
ら
直
接
地
階
に
通

じ
る
階
段
。
埋
め
ら
れ
て

い
た
の
を
今
回
掘
り
出
し

た（
現
在
は
通
行
禁
止
）▼

▲ロビーと営業室の間の
カウンター・スクリーン

▲カウンター
のコーナー部

右側に正面玄関（風除右側に正面玄関（風除
室）とロビー。カウン室）とロビー。カウン
ターの左は営業室ターの左は営業室

1階1階
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岡
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修
復
が
な
り
ま
し
た
ね
。

約
40
年
前
、
建
物
が
譲
渡
さ
れ
た
と
き
博
物
館

（
当
時
は
歴
史
民
俗
資
料
館
）
と
し
て
活
用
す
る

に
際
し
、
な
る
べ
く
建
物

に
手
を
加
え
ず
、
仮
設
の

壁
や
天
井
な
ど
を
作
っ
て

対
処
し
て
い
く
選
択
を
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
今
回
の

修
復
が
可
能
に
な
っ
た
最
大
の
要
因
で
す
。

こ
の
建
物
の
価
値
や
意
義
は
？

一
つ
は
、
地
方
の
地
元
資
本
で
建
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
当
時
の
建
築
の
一

定
の
水
準
を
維
持
し
、
当
時
の
建
築
の
流
行
・
ス

タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
す
ね
。

三
つ
目
は
銀
行
な
の
に
、
公
会
堂
や
、
レ
ス
ト
ラ

ン
に
活
用
で
き
る
地
下
ス
ペ
ー
ス
を
最
初
か
ら
設

け
て
い
た
こ
と
。
し
か
も
、
そ
こ
へ
は
銀
行
用
の

空
間
を
通
ら
ず
に
す
む
よ
う
、
階
段
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
洋

風
建
造
物
の
な
か
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
す
。

修
復
事
業
中
に
感
じ
た
こ
と
は
？

修
復
前
に
耐
震
診
断
し
た
の
で
す
が
、
現
在
の

耐
震
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
し
た
。
着
工
が
関

東
大
震
災
の
２
年
後
な
の
で
地
震
が
意
識
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
ま
ず
驚
き
で
し
た
。

２
階
に
は
貴
賓
室
な
ど
豪
華
な
部
屋
が
あ
り
ま

し
た
。
敦
賀
に
は
、
有
力
な
外
国
人
も
来
て
い
ま

し
た
が
、
彼
ら
を
迎
え
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
も
ユ
ニ
ー
ク
さ
で
し
ょ
う
。

建
設
当
時
の
姿
を
目
指
し
た
と
の
こ
と
で
す
ね
。

１
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
は
一
部
が
な
く
な
っ
て
い

た
の
で
、
同
じ
よ
う
な
も
の
を
探
し
ま
し
た
。
カ

ウ
ン
タ
ー
の
上
の
ス
ク
リ
ー
ン
（
仕
切
り
）
も
実

物
が
な
く
、
写
真
な
ど
を
元
に
再
現
し
ま
し
た
。

貴
賓
室
の
壁
布
と
じ
ゅ
う
た
ん
は
元
の
も
の
が

残
っ
て
い
て
、
精
密
に
復
元
で
き
ま
し
た
。

公
共
ス
ペ
ー
ス
だ
っ
た
部
屋
は
ど
う
利
用
？

３
階
の
公
会
堂
は
イ
ス
を
並
べ
て
50
人
ほ
ど
入

れ
、
講
座
や
音
楽
会
な
ど
が
開
け
ま
す
。
地
下
は

レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
趣
味
な
ど
の

展
示
会
と
か
、
小
人
数
の
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
に

使
え
ま
す
。
利
用
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
？

重
要
文
化
財
の
指
定
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
博
物
館
と
し
て
は
、
展
示
も
ど
ん
ど
ん

変
わ
り
ま
す
し
、
特
別
展
等
も
頻
繁
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。
何
度
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
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東側から見た営業室。中央は大金庫。全館
の多くの天井・柱や壁はしっくい仕上げ

手前が球戯室、奥が会議室。2室の境手前が球戯室、奥が会議室。2室の境
の壁は工事前に取り払われていたが、の壁は工事前に取り払われていたが、
今回は復元していない（2月撮影）（現今回は復元していない（2月撮影）（現
在は展示室として使用されている）在は展示室として使用されている）

貴賓室。じゅうたん
や壁布は当時の現物
に極力忠実に復元し
た。手前のソファは
当時のもの▼

館内の古い時計はド
イツ製。電動式で、
親時計と各部屋の子
時計が連動していた

▼

元レストランの窓。地上
から空堀（ドライエリア）を
掘り、窓から採光、換気し
ていた。今回、埋まった空
堀を掘り起こしている

地
階
の
元
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
っ
た
部
屋
。
当
時

と
し
て
は
な
じ
み
の
薄
か
っ
た
洋
食
が
楽
し

め
た
。
左
手
奥
へ
と
大
き
な
部
屋
が
二
つ
並

ぶ
。
外
付
け
階
段
で
屋
外
か
ら
直
接
入
れ
た

 3階は公会堂として使用されて
いた。正面にはステージが。当
初、床は畳敷きだった。外部から、
銀行関係の部屋を通らず直接エ
レベーターなどで入れた

右側に正面玄関（風除
室）とロビー。カウン
ターの左は営業室

壁布壁布

建
設
当
時
の
新
聞
に
は
「
摩
天
閣
」
と
。
そ
の
こ
ろ
、

こ
の
辺
り
で
は
最
も
高
く
、
港
に
入
っ
た
船
か
ら
は

一
番
初
め
に
見
え
る
建
物
だ
っ
た

てすりてすり
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